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に利用する方法が有効な手段の 1つである. よって, 楽曲中で意味のある一部分を抽出するために ,
 楽曲構造分析を目的とした研究がなされている . また, 構造分析を行うためには適切な位置に区
切りを入れることが重要である. クラシック曲では, 演奏速度やビートをあらかじめ得ることが困
難であり, 従来手法を適用することができない. 
  本研究では, 楽譜に記載されている情報から定まる楽曲構造 1. 繰り返し構造  2. 調の変化  3. 
テンポの変化を抽出することを試みる. 本研究では, 流通している楽曲データのほとんどが圧縮デ
ータであるという背景を踏まえ, MPEG4-TwinVQ 圧縮楽曲データの, 圧縮過程で算出できる係数
を利用した構造分析を試みる. 
  まず, 圧縮過程から算出される係数である, 音色に関係がある LPC ケプストラム, LSP パラメー
タと ,  エネルギーに関係がある自己相関係数のそれぞれに対して次の 4 つの特徴量 , Moving 
Average 系列, Moving Average 微分値系列, Moving Average 微分値符号系列, Moving Variance 系列を
作成し, 構造抽出に有効かどうかを検討した.  
  その結果, 上記の特徴量のうち自己相関係数の Moving Average 系列と Moving Variance 系列を使
って ,  構造分割候補点の抽出を試みた .  Moving Average 系列からはピークを抽出し , Moving 
Variance 系列からはフレーズの区切り目を想定した閾値との交差点を抽出した (non-cut データ). 
さらに, フレーズ長さを想定し利用した候補点削減処理を加えた候補点 (100-cutデータ)も作成し
た. 楽曲が持つ実際の構造分割点を正解点と定め , 抽出した候補点と比較し評価を行った.  Moving 
Variance系列から抽出した候補点の中に正解に近い点が多く含まれていることがわかった.  
  抽出した候補点を用いて楽曲特徴量列を分割し, 繰り返し構造の抽出を試みた. まず, Moving 
Variance系列からの分割候補点(non-cut データ, 100-cutデータ)を使用し, 交差した閾値を直
接文字に変換した文字列と, 自己相関係数Moving Average微分値符号系列から計4種のセグメン
ト列を作成し, 繰り返し構造の抽出を試みた. 提案したアルゴリズムにより, 繰り返し部分の候
補となるセグメント列の抽出ができた. さらに, このアルゴリズムの改良方法を 2つ提案し, そ
れらによってセグメント列の抽出率が改善した. 
